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農家民宿に泊まろう

#体験

苔玉作りに挑戦。苔やヤブコウジは
近くの山にある自然の素材を使う

［ 特 集 ］

1

魚醤のいしりを使った煮物や
ヤマメの塩焼き、天ぷらなど

石造りの浴槽と五右衛門風呂がある

→P17／特1-26／各種体験は別途料金、要予約
U能登町字宮地周辺、春蘭の宿は能登町字宮地16‐9
☎0768-76-0021（春蘭の里事務局）
Y1泊2食11,000円～（人数によって変動あり）
https://shunrannosato.info/

自然と共生し、知恵が
息づく能登の暮らしを
ぜひ体験してください。
普通のお宿とはひと味
違う体験ができるので、
外国人のお客様にも喜
ばれています。

主人の多田喜一郎さんと、
一般社団法人春蘭の里代表理事の長女・真由美さん

設備は清潔感があり、
快適に過ごせる

天井には太い梁が通され、
日本家屋らしさが見てとれる 　  

PICK
 UP

   本
当の魅力が見えてくる！ 

いしかわの
 里山里海 
 スローツーリズム

豊かな食と暮らしを育み、独特の祭礼を受け継ぐ能登。
霊峰白山を敬いながら、たくましく生きる白山麓。

先人の知恵が息づく里山里海の暮らしは古き良き日本が
感じられる魅力にあふれています。

囲炉裏を囲んで楽しむジビエや山菜料理は何よりのごちそう。
陽が落ちれば手が届きそうな満天の星空。
旅を通して土地の人たちと一緒に“里山里海の日常”を
過ごせば、心が満ち足りてくるはず。
農家民宿での田植えや稲刈り、キノコ狩り、
素朴なものづくりなど貴重な体験プログラムも用意しています。

2泊、3泊と長めに時間をとって、明日からの生き方が
ちょっと変わってしまうような心豊かな旅をしてみませんか。

主人と語らい、里山の豊かさにふれる

能登町の山間にある「春蘭の里」は40軒以上の宿がある農家民宿群。宿泊したのは
そのリーダー的存在である多田さん夫妻が営む1日1組限定の「春蘭の宿」です。
豪壮な建物に入ると笑顔が素敵な夫妻が出迎えてくれました。通された座敷には立
派な梁や囲炉裏があり、思わず空間をぐるりと見渡してしまいます。
春蘭の里では季節ごとの里山体験ができ、この日は車で1分ほどの場所にある宿泊
施設「こぶし（→P20）」へ移動し、苔玉作りをすることに。
春蘭の里会長の中本安昭さんから説明を聞きながら、まずは土台となる土だんごを
作ります。それにヤブコウジを飾り、苔を木綿糸で固定し、水の中で形を整えれば完
成。霧吹きで毎日水分をあげれば、6月頃にはヤブコウジに白い花と赤い実が一緒
に付くそうです。体験プログラムには他にも田植えや稲刈り、キノコ狩り、まき割り、
川遊びなどがあり、里山の知恵に触れられます。
宿へ戻り、囲炉裏端で夕食をいただきます。豪華な輪島塗の膳に並ぶのは野菜をふ
んだんに使った郷土料理の数々。どれも砂糖や化学調味料を使わず、ひと口味わう
ごとに身体が喜んでいるようです。
食事のひと時は何より多田さん夫妻とのおしゃべりが楽しみ。土地の暮らしやお二人
の夢についてお話を聞いていると、時間があっという間に過ぎていきます。食後は五
右衛門風呂に入ったり、座敷の輪島塗を鑑賞したり。静けさの中に囲炉裏の炭がは
ぜる音や虫の声が響き、いつもの生活がどれだけ情報過多か思い知らされます。
翌朝、鳥のさえずりで目が覚め、それがまた心地よい。帰り際、「また来ますね」とい
う言葉が自然と出ていました。

春蘭の里

南加賀

奥能登

金沢近郊

白山麓

中能登

Here

しゅんらんのさと

スローツーリズム総合サイト ～時をいただく贅沢～
https://slow-tourism.jp
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